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ヘリウムガスを用いた大気圧プラズマジェットは，

プラズマ弾丸と称される局所的な電離領域が，ヘリウ

ムガスの流速を周期的に高速で伝搬することでジェッ

ト状に見えている[1]．ガラスなどの誘電体板にこの大

気圧プラズマジェットを照射すると，プラズマジェッ

トはその誘電体板によって伝搬がさえぎられる．しか

し，誘電体の裏面側にヘリウムジェット（プラズマな

し）を照射すると，裏面側にもプラズマジェットが形

成される[2]．また，裏面側のプラズマジェットも，入

射プラズマジェットと同様にプラズマ弾丸の伝搬によ

るものである．本研究では，これを誘電体板越しのプ

ラズマ弾丸の伝搬と称している．

本発表では，誘電体の裏面側におけるヘリウムジェ

ットの状況が，誘電体板越しのプラズマ弾丸伝搬に及

ぼす影響を調べた．具体的には，裏面側に照射するヘ

リウムジェットのノズル位置と誘電体板の間の距離を

可変し，裏面側におけるプラズマ弾丸生成の有無を確

認した．

図１にその結果を示す．裏面側ヘリウムジェットと

誘電体板の間の距離は，10, 20, 30 mm とした．10～20
mm の場合には，裏面側にも弾丸が伝搬しているが，

30 mm では弾丸伝搬がほとんど起こらず，目視では裏

面側のジェットは確認が困難であった．プラズマ弾丸

が伝搬するための要件として，高純度のヘリウムで伝

搬路が満たされていることとされていることから，以

上の結果は，裏面側で形成されているヘリウム流束純

度の空間分布に関係していると考えられる．講演では，

シミュレーションによる裏面側におけるヘリウム純度

の空間分布と弾丸伝搬の状況を比較し，誘電体板越しのプラズマ弾丸伝搬に必要な裏面側の要件

について議論する．
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図 1. 誘電体板越しのプラズマ弾丸伝

搬現象の裏面側のヘリウムジェッ

トノズル位置依存性．
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